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青森県における貝毒成分モニタリングは､本県沿岸域のホタテガイ等二枚貝の毒化実態と毒化原因プラ

ンクトンの出現動向などを詳細に把握することにより､二枚貝の水産食品としての安全性確保に役立てる

ことを目的として､平成 7年度から実施している調査である｡

ここでは､本調査による1996年1月～12月の暦年の結果をとりまとめて報告する｡

調 査 方 法

青森県沿岸域における貝毒成分モニタリングの海域区分と調査定点を図1に､1996年の調査回数や調査

内容を表1に示す｡

ホタテガイの毒化については､青森県沿岸域を日本海､津軽海峡西部及び東部､陸奥湾､太平洋に区分

し､各海域に1-2地点の定点を設けてホタテガイ定点調査として行った｡

海域区分のうち陸奥湾においては､西湾､東湾の2定点を設け､周年にわたる定期的な養殖員､地まき

員の貝毒検査のはか､環境調査並びにプランクトン調査を行った｡また､陸奥湾全湾調査として周年､毎

月 1回､湾内6地点において環境調査並びにプランクトン調査も行った｡このほかの海域については､ホ

タテガイの生産が見込まれる時期を中心に貝毒検査のみを行った｡津軽海峡西部では養殖員､同東部では

地まき員を対象とした｡

ホタテガイ以外の二枚貝の毒化については､青森県沿岸域を暖流系海域と寒流系海域に二分し､二枚貝

の種類についても付着性､潜砂性に分けてそれぞれ指標種を定め､周年あるいは生産が見込まれる時期を

中心に定期的な貝毒検査を行った｡指標種は付着性二枚貝としてムラサキイガイ､潜砂性二枚貝としてウ

バガイなどとした｡

貝毒検査は､青森県環境保健センターあるいは財団法人日本冷凍食品検査協会に依頼してマウス試験法

(公定法)により行った｡なお､陸奥湾東湾定点の養殖ホタテガイの下痢性貝毒については､高速液体ク

ロマトグラフィー (HPLC)による貝毒成分の機器分析も行った｡機器分析に当たっては水産庁東北医水

産研究所増殖漁場研究室の指導と協力を得て､現時点で常法とされる分析法を用いた｡

環境調査とプランクトン調査は､例えば陸奥湾海域のホタテガイ定点調査の場合には貝毒検査の試料採

取と同時に同地点において採水して水温､塩分等を測定し､採水プランクトンとしてAlexandrium属､

Dinophysis属などの渦鞭毛藻の出現数について検鏡､計数した｡また一部調査期間については栄養塩の

測定も行った｡その測定にはTRAACS-800システム (ブラン･ルーペ社製)による自動分析法を用いた｡

このほかの調査方法は過去の同様調査と全く同じ方法を用いた｡よって詳しくは ｢平成6年度赤潮貝毒監

視事業報告書 (赤潮 ･貝毒調査)｣(1995年､青森県)等を参照されたい｡

結果及び考察

1 調査結果

1996年1月～12月における調査結果については､次のように整理して章末の付表1､付表2-1-2-3に示

した｡

付表1 青森県沿岸域の貝毒調査結果 (マウス試験及び貝毒成分HPLC分析結果)

付表2-1陸奥湾海域 西湾定点の気象海象観測結果､水質調査結果及びプランクトン調査結果
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付表2-2陸奥湾海域 東湾定点の気象海象観測結果､水質調査結果及びプランクトン調査結果

付表2-3陸奥湾海域 全湾調査の気象海象観測結果及びプランクトン調査結果

図1 1996年の青森県沿岸域における具毒成分モニタリングの調査海域区

分と調査定点表 1 1996年の青森県沿岸域における具毒成分モニタリングの調査概要

貝毒検査 (回数) 環境調査 プランクトン調査調査区分 調査海域 定点数 調査対象種 マウス HPLC (回数)

(回数)試 験 分析ホタテガイ 陸奥湾 2 養殖ホタテガイ 26 26 26(5-6層) 2
6(5-6層)定点調査 2 地まきホタテガイ

28韮 莞貴 賓 1 莞誓書景貢ぎ嘉J生繁 く調査非実施)二枚貝
暖流系海域定点調査 (付着性) 1 ムラサキイガイ 17
(潜砂性) 1 バカガイ (生産なく調査非実施

)寒流系海域

1 ムラサキイガイ 181 ウバガイ 4陸奥湾全湾調査

6 9(5-6層) 9(5-6層)マウス試験 :陸奥湾
の養殖ホタテガイのマウス試験回数については下痢性貝毒の回数であり､まひ性貝毒の試験回数は1
2回,また地まきホタテガイについては下痢性貝毒のみの試験回数である.暖流系海域のムラサキイガイについては下痢性貝毒のみの回数である

.このほかの対象種の試験回数は下痢性とまひ性貝毒の両方の回数である.HPLC分析 :陸奥湾東湾定点の養殖ホ



2 1996年の青森県沿岸域におけるホタテガイ等の毒化について

2-1陸奥湾における水温､塩分の推移並びに原因プランクトンの出現動向とホタテガイの毒化状況

1996年の陸奥湾においては､まひ性貝毒 (PSP)については過去同様に原因プランクトンの出現が全く

認められず､またホタテガイのマウス試験による毒力も検出されずに推移し毒化が確認されなかった｡

方､下痢性貝毒 (DSP)については原因プランクトンが比較的濃密に出現し､ホタテガイも毒化した｡

よって以下には主としてDSPによる毒化に関することについて記述する｡

(1)水温､塩分の推移

陸奥湾内2定点の環境調査結果から､1996年における東湾定点の水温と塩分の推移を図2に示す｡同図

には陸奥湾におけるDSPの主たる原因プランクトンであるDiTWPhysisfortiiの出現密度の推移と養殖ホ

タテガイ中腸腺のマウス試験によるDSP毒力の推移をも合わせて示している｡

東湾定点 (野辺地沖､水深35m)の水温と塩分は､それぞれ表面 (Om)で4.4(2月)～22.5℃ (8月)､

32.12(7月)～33.94(12月)､中層 (20m)で4.4(3月)～20.3℃ (9月)､32.43(7月)～33.93(12月)､

底層 (海底上2m)で4.5(3月)～20.0℃ (9月)､33.22(6月)～33.95(9月)の範囲で推移した｡

西湾定点 (野内沖､水深32m)の水温と塩分は､それぞれ表面で5.3(2月)～22.3℃ (8月)､23.59

(6月)～33.95(12月)､中層で5.4(2月)～22.2℃ (8月)､32.91(9月)～33.94(12月)､底層で5.3

(2月)～21.3℃ (8月)､33.31(6月)～34.18(9月)の範囲で推移した｡

陸奥湾全湾調査の結果から4-12月までの水温､塩分の推移を平年にくらべると (平年値は漁況海況予

報事業浅海定線調査による'72-'95年の過去観測平均､1996年1月～3月は欠測)､水温は4月には平年

並みないしは海域によっては平年より最大で1.5℃位下回り､上層はど平年より低めの傾向が目立った｡

5月には一部海域の底層で平年並みとなったはかは依然として1-2℃低く､この平年より低めの傾向は

海域あるいは層により多少の差異はあるものの全般に9月まで続いた｡この間8月には湾全体の中層以残

で平年より2℃以上低く､9月には一部海域の底層で平年より3℃はども低めとなるなど､夏場の低温傾

向が目立った｡10月には東湾側北部寄りの海域の底層でひきつづき平年より1℃下回ったものの､このほ

かの海域､層では平年並みに回復した｡11月には一転して各海域､各層ともに平年より1.5-2℃高めと

なった｡12月は湾口部寄りから西湾側の海域で平年より最大1℃位高めの傾向が続いたが､東湾側では概

ね平年並みの水温となった｡

塩分は､4月には東湾側南部の表層 (5m)で平年並み､このほかの海域､層では概ね0.1-0.4の範囲

で平年より高く､高塩傾向が目立った｡5月には各海域とも中層では平年並みとなったが､表層と底層で

は平年差が+0.2--0.2の範囲で海域により高低差がみられた｡このような塩分の海域あるいは層による

平年差の差異は夏場に一層顕著になり9月まで続いた｡6月には､湾央部から湾口部寄りの海域の底層に

33.9-34.2の高塩水の分布がみられ､この地点では平年より0.1-0.3高く､このほかの海域､層では平年

並みないしは平年より最大0.2位低めとなった｡7月には湾口部寄りと西湾側の中層以深に33.8-34.2の高

塩水の分布がみられ､この地点では平年より0.2以上高めとなった｡一方､このほかの海域､層では東湾

側北部の中層で平年より0.7も下回るなど平年より著しく低めとなり､湾内分布の水平差､鉛直差が最大

1以上となった｡8月には湾央部以西の海域では底層のはか中層以残でも平年より0.1-0.5高めとなり､

東湾側では北部を中心に平年より低めの傾向がっづき､海域による平年との差異が際立った｡9月には東

湾側の一部海域の表層あるいは中層以残で依然として平年より0.1以上低めの地点もあったが､このほか

の海域､層では概ね0.1-0.4の範囲で平年より高めとなった｡10月には概ね平年より0.2-0.4上回り､湾

全体に平年より高めとなった｡これ以降､平年より高めの傾向がしだいに強まり､11月には湾全体に平年

より0.2-0.4高めに､12月には同じく平年より0.3-0.4高めに推移した｡

以上のように､全湾調査の結果からみた1996年における水温と塩分の推移の特徴としては､盛夏期を中

心､に平年にくらべて低温傾向が目立ったことと､同時期の塩分の平年差の変動が著しかったこと､すなわ
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ち塩分の湾内における水平的､鉛直的な分布変動が大きくかつ急激であったことがあげられる｡
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(2) DSP原因プランクトンの出現動向

原因プランクトンの出現種と優占種

陸奥湾東湾定点の採水プランクトン調査結果から､1996年における下痢性貝毒の原因種を含む渦鞭毛藻

DiTWPhysis属各種の出現状況を図3に示す｡1996年の東湾定点においては､調査対象としたDiTWPhysis

属9種のうち､D.fortii,D.acuminata､D.Tnitra､D.caudata､D.infundibulus､D.rotundata､

D.rudgei､D.noruegicaの8種が出現し､D.triposの出現は全く確認されなかった｡出現した8種のうち､

これまでに陸奥湾においてDSP毒性が確認されている種はD.fortii､D.mitra､D.rotundataの3種であ

る｡また､D.acuTninataについては毒性が確認されていないものの､毒化初期の原因容疑種とされてき

ている｡

1996年の陸奥湾東湾定点においては､ 1-2月にはD.acumiTWtaとD.caudataの2種がそれぞれ5

cells/L出現した｡陸奥湾におけるホタテガイ等二枚貝の毒化初期である春期にはD.fortiiとD.acuminata

の2種が優占して出現するが､1996年においては3月初め頃にD.fortiiが最高25cells/L出現し､その後か

ら4月末にかけてはD.fortiiが減少し､代わってD.acunminataが150cells/L以下の範囲で増加 しながら

優占して出現した｡このほか4月にはD.infundibulusが最高20cells/L出現した｡5月にはいると､また

D.fortiiとD.acuminataの両種が優占的に出現 し､ このうちD.fortiiは月内に115cells/Lまで増加 し､

D.acumiTWtaは5月末に特異的に本年最高の825cells/L(5月27日､Om層)出現した｡また5月中旬に

は一時期､D.rudgeibi5cells/L出現した｡

ひきっづく毒化盛期である6月から7月にかけては､D.fortiiの出現密度が急増して優占種となり､ 6

月中旬には本年最高の2035cells/L(6月17日､海底上2m層)出現した｡同種の濃密な出現は7月半ば

まで続いた｡同時期にD.acuminataの出現密度は最高でも50cells/Lまで減少するとともに出現層も少な

くなり､このほかの種としてはD.rotundataとD.TWrUegicaの2種がそれぞれ最高で5cells/L出現 した｡

毒化後期である8月に入 ると､D.fortiiは急減 し､D.acuminataは横這い気味に､ 代わって

D.infundibulusが最高で60cells/L出現した｡8月後半からはD.mitraとD.rotundataが出現 しはじめ､

これら2種は9月にかけて増加し､それぞれ最高で135cells/L､30cells/L出現し､この時期にはD.mitra

が優占種となった｡9月には8月後半にひきっづきD.fortii､D.acuminata､D.mitra､D.rotundataの

4種が出現したが､出現密度はいずれも減少しっづけ､中旬にはそれぞれ20cells/L以下の出現密度となっ

た｡

10月～11月にはDinophysis属の出現が全く確認されなかったが､12月にはD.fortiiとD.acuminataが

それぞれ5cells/L出現した｡

なお､西湾定点における出現種はD.fortii､D.acuminata､D.Tnitra､D.caudata､D.infundibulus､

D.rotundata､D.rudgeiの7種であり､D.TWrUegicaとD.triposの出現は確認されなかった｡このうち､

主たる原因プランクトンであるD.fortiiの出現傾向は東湾とはかなり異なる様子がみられた｡西湾におけ

る同種の出現は2月から確認され､毒化初期の出現密度が最高45cells/Lと東湾より多く､急増し濃密に

出現した時期が5月と東湾より早いこと､また､その最高出現密度が400cells/Lにとどまり東湾の1/5以

下であった｡また､D.acuminataについても､その最高出現密度が50cells/Lにとどまり､東湾でみら

れたような特異的に高い出現密度で出現するような推移はみられなか った｡ 逆に､ 毒化後期の

D.infundibulu計は､その出現密度が最高345cells/Lに達し東湾より大幅に上まわった｡このほかの種につ

いては出現時期の傾向は概ね東湾と同様であったが､いずれも出現密度は東湾を下まわった｡

以上のように､1996年の陸奥湾におけるDSP原因プランクトンの出現種と優占種は概ね過去同様であっ

た｡

俵占種であるD.fortiI'の出現動向

陸奥湾内2定点の採水プランクトン調査結果から､1996年におけるD.fortiiの出現密度の推移を図4に
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示す｡湾内定点においては､D.fortiiの出現は1月には東西両定点ともに全く確認されなかったが､ 2月

には西湾定点で5cells/Lの出現がみられた｡ 3月中に東湾定点で最高25cells/L､西湾定点で同じく45

cells/Lまで増加したのち5月にかけては両湾とも減少ないしは横這い傾向が続いた｡その後､西湾定点

では5月半ばに急増して月内に本年最高の400cells/Lに達し､これ以降は7月初めに310cells/L出現 した

時を除き全般に減少傾向が続いた｡一方の東湾定点では､西湾定点より遅れて5月末から急増し､6月下

旬に本年最高の2035cells/Lに達した｡7月中は最高出現密度が900-1000cells/L位の範囲で濃密な出現

傾向が続いた｡8月上旬には西湾定点で40cells/L､東湾定点で15cells/Lまで減少し､ 9月には西湾定点

で最高でも20cells/L以下､東湾定点で同じく30cells/L以下となった｡10月と11月には両定点ともに出現

が確認されなかったが､12月には5-10cells/Lの範囲で両定点ともにまた出現した｡
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図3 1996年の陸奥湾兼湾定点におけるDinophysI'S属プランクトンの出現状況

調査時毎に出現種別のOm､5m､10m､20m､30m､33m層の出現密度の総和を稚み重ねの棒グ

ラフで表し､その年間の推移を示す｡

次に同じ調査結果から､東湾定点の1996年におけるD.fortiiの鉛直分布の推移を前出の図 1とは別の形

で図5に示す｡D.fortiiは､冬季から春季にかけては比較的上層に分布するが､時期が進むにつれて出現

水深を深める傾向がみられた｡その後の出現密度が急増し濃密な分布傾向が続く5月から7月までの時期

には20m層以深により濃密に分布した｡そして出現密度が減少する8月以降にはまたしだいに上層に分布

する傾向が認められた｡

陸奥湾は秋から冬そして春にかけては海面からの冷却を受ける鉛直混合期に当たり､水温､塩分の分布

が水平的には西高東低となるが､鉛直的には海域毎に海面から海底まで均一になる｡他方､特に初夏から

盛夏にかけての加熱期には､水温の鉛直勾配が大きくなり強い成層構造が形成されて海水混合が停滞する｡

D･fortiiO鉛直分布の推移は､この海洋構造の季節変化に対応したものであるようにみられる｡すなわち､

D･fortiiの濃密分布層の形成は､同種の単に海洋構造に起因する物理的な要因による集積､拡散のみなら

ず､海洋構造の季節変化の過程でか.fortiiO増殖に好適な条件が主として中層以深の下層において満たさ

れることによるものと推測される｡このことはまた､同種の生活史における栄養属性をも示唆しているよ

うに思われる｡

次いで､陸奥湾全湾調査の採水プランクトン調査結果から､1996年4月～12月におけるD.fortiiO湾内

水平分布の推移を図6に示す｡D.fortiiの出現分布は4月には10-20cells/Lの範囲で東湾側だけにみられ

た05月には10-90cells/Lの範囲で湾全域に広がり､湾全域に分布する傾向は9月まで続いた｡ 6月の

最高出現密度は西湾側で740-990cells/L､東湾側で160-580cells/Lの範囲にあり､西湾側により濃密な
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分布域がみられた｡7月には全体に出現密度が前月より減少したが､東湾定点が位置する東湾奥部では

690cells/Lと引きっづき比較的濃密に分布した｡8月には特異的に湾央部の底層に1480cells/Lの濃密な

分布域がみられたが､全体としては前月より出現密度が減少した｡9月にはさらに出現密度が減少し､全

域で10-20cells/Lの範囲となった｡10月以降は最高でも10-20cells/Lの範囲の出現密度で一部の海域の

みに分布したが､必ずしも特定の海域に偏って出現する傾向は認められなかった｡

図7は､湾内2定点の調査結果から､1980年以降におけるD.forti拙 現密度と養殖ホタテガイ中腸腺の

DSPマウス毒力の推移を示したものである｡同図に用いたデータの詳細については章末の付表3-1と

3-2に示す｡同図からD.fortiiの年間最高出現密度の推移をみると､1980年から1982年にかけて著 しく
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増加し､1982年には西湾で5610cells/L､東湾で7425cells/Lと過去最高の出現密度となっている｡1983

年から1985年にかけては年々減少気味に推移し比較的低水準な出現密度で推移したが､翌1986年にはまた

増加し､特に東湾では過去第2位の4685cells/Lの密度となっている｡1987年には減少したが1989年ない



Lは1990年にかけては比較的高い水準で推移し､この期間は両湾の出現密度の差異が目立っ｡その後､

1994年にかけては両定点ともに最高でも800cells/Lを越えない低水準な出現傾向が続いた｡しかし､1995

年には1000cells/Lを上回り､1996年も東湾では2000cells/L以上の出現密度となっている｡過去の変化傾

向からみると､近年は高密度出現期に移行してきているようにみられる｡

以上のように､陸奥湾定点調査結果並びに全湾調査結果からは､陸奥湾の主たるDSP原因プランクト

ンであるD.fortiiの出現時期並びに出現密度が､年次によって東湾と西湾とでかなり異なる場合があるこ

とが明らかである｡このことからはD.fortiiの出現分布の時空間変動が著しいことが推測される｡また､

このことが､東西両湾におけるDSPによるホタテガイ毒化の季節変化あるいは経年変化の差異をもたら

している要因の一つであろうと推測される｡
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図71980年以降 の陸奥湾2定点におけるD.ForliI'出現密度と養殖ホタテガイのDSP毒力の推移

湾内2定点の調査結果から
､
定点毎に月間のDJortiI'最高出現密度と養殖ホタテガイ中腸腺のマウス拭験によるDSP最高毒力を

抜き出し
､
その季節変 化と経年変化として示す

｡
上段が西湾定点
､
下段が東湾定点である
｡
なお
､
1-2月及び10-12月の期

間については出現密度､
毒力ともに値が入っていない｡

(3)ホタテガイの毒化状況

マウス試験によるDSP毒力の推移

1996年の湾内2定点の員毒調査結果から､
陸奥湾におけるホタテガイの毒化状況を図8に示す ｡同図は､



の毒力が検出されたが､この時以外は5月13日調査時まで西湾定点､東湾定点ともに毒力が検出されずに

推移した｡5月20日には両定点ともに0.5-0.9ないしは0.5-1.OMU/gの範囲の毒力が検出され､同時に

可食部でも出荷規制値を上まわったため5月22日から出荷自主規制措置がとられた｡これ以降､西湾定点

では7月1日調査時まで､また東湾定点では8月5日調査時まで､それぞれ全般に0.5MU/g以上の毒力

が検出され毒化がっづいた｡この間､西湾定点では6月4日に1.6-2.4MU/g､東湾定点では6月3日に

同じく1.6-2.4MU/g年間最高毒力を記録した｡その後､西湾定点では7月15日調査時から､東湾定点で

は8月26日調査時から毒力が検出されずに推移した｡養殖員の出荷自主規制は10月4日に解除され､出荷

自主規制日数は135日間に及んだ｡
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一方の地まき員については､西湾定点では周年にわたり毒力が検出されず毒化が確認されなかった｡東

湾定点では7月8日調査時に0.5-1.OMU/gの毒力が検出され毒化が確認された｡同時に可食部でも規制

値を越えたため､7月11日から出荷自主規制措置がとられた｡しかし､毒力が検出されたのは､この1回

のみであり､以後は毒力が検出されないまま推移した｡地まき員の出荷自主規制は養殖員より早く9月13

日に解除され､出荷自主規制日数は64日間であった｡

前出の図7に示した1980年以降における養殖ホタテガイ中腸腺の毒力の推移をみると､陸奥湾における

養殖ホタテガイの毒化状況には年次により西湾と東湾の毒力の差異が目立っ｡1980年から1985年あるいは

1986年にかけては全体として毒力の低下傾向がっづき､1985年には東湾で過去最低の0.6MU/gとなった｡

その後1988年にかけては上昇傾向がっづき､1988年には西湾で6.OMU/g､東湾で8.OMU/gの過去最高毒

力となっている｡翌1989年には両湾とも低下したが､1990年には東湾では低下傾向がっづいたものの西湾

では過去最高毒力と同じ6.OMU/gまで上昇した｡1991年以降は両湾とも2MU/g以下の比較的低い毒力

で低毒化傾向が続いたが､西湾では1994年から上昇傾向に転じ､東湾では1995年には過去第2位の高毒力

である5.OMU/gまで上昇した｡1980年からの毒力の変化傾向からみると高毒化期を迎えたようにもみら

れたが､1996年には両定点ともに前年を下回った｡

次に､1978年以降における陸奥湾海域産養殖ホタテガイの出荷自主規制状況を図9に示す｡同図に用い

たデータの詳細については章末の付表4に示している｡現行と同じような方法により調査が行われるよう

になった1980年以降においては､これまで最も早くに出荷自主規制が開始されたのは1990年の3月9日､

最も遅かったのが1984年の5月28日である｡過去17年間のうち､3月中に規制開始された年が11年と最も

多く､4月中が2年､5月に入ってからが4年ある｡17年間を単純に平均した規制開始日は4月8日にな

る｡また規制解除は最も早い1992年で9月4日､最も遅い1988年で12月27日になっている｡過去17年間の

うち､9月中に規制解除になった年が6年､10月が8年と最も多く､11月が2年､12月が1年ある｡17年

間を単純に平均した規制解除日は10月8日になる｡年間の規制期間は日数にして最短で124日間､最長で

276日間､平均すると183日間となり､平均的な年間の規制期間が6ケ月間に及んでいることになる｡1996

年の場合は､過去にくらべると､養殖員については規制開始が例年より遅く､解除は例年並み､よって規

制日数は短めに終わり､地まき員については規制開始が最も遅く､解除は例年並み､規制日数は過去2位

の短期間となった｡

HPLC分析によるDSP成分量の推移

1996年におけるDSP成分のHPLC分析は､東湾の養殖ホタテガイの中腸腺についてオカダ酸 (OA)と

ジィノフイシストキシン-1(DTXl)を対象に行った｡1月8日から12月16日までに採取した26試料につ

いて分析した結果､OAについては全ての試料について検出されず､DTXlについても8月5日採取のわ

ずか1試料に<0.4〟g/gの値が検出されたのみであった｡

なお､本調査とは別に行われた貝毒被害防止対策事業の餌料毒量調査結果では､1996年のホタテガイの

毒化は､海中懸濁物中のD.fortiiの出現密度が高くDTXl含有量が多い時期にもホタテガイ自体の毒力が

相対的に低く､かつ毒成分としてDTXlが検出される例が少なかったことが判明している｡また､その毒

組成としてはPTX6とYTXの割合が高かったこともあげられている｡このことから､1996年のHPLC分析

によりDSP成分としてDTXlが検出されなかった要因の一つとして､ホタテガイ体内におけるDSP成分の

代謝がかなり早かったことが考えられる｡このことは､ホタテガイのDSPによる毒化過程がホタテガイ

自体の生理活力によっても左右されることを示唆するものであろう｡貝毒成分モニタリングの今後の課題

としては､まずHPLC分析の対象成分を増やし､毒化したホタテガイのDSP成分の総体を連続的に把握す

ることがあげられよう｡

2-2津軽海峡におけるホタテガイの毒化状況

1996年の津軽海峡においては､西部海域の養殖ホタテガイについては生産がなく調査を行わなかった｡
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東部海域の地まきホタテガイについては､まひ性貝毒､下痢性貝毒のいずれのマウス試験による毒力も調

査期間中を通して検出されず､毒化が確認されなかった｡

2-3暖流系海域及び寒流系海域におけるホタテガイ以外の二枚具の毒化状況

1996年におけるホタテガイ以外の二枚貝の毒化については､まひ性貝毒は暖流系 (日本海､津軽海峡西

部､陸奥湾)､寒流系 (津軽海峡東部､太平洋)海域ともに､また付着性､潜砂性の全指標種ともにマウ

ス試験による毒力が調査期間中を通して検出されず､毒化が確認されなかった｡

下痢性貝毒については､暖流系海域の付着性二枚貝に毒化が確認された｡調査定点である陸奥湾西湾産

のムラサキイガイについては､3月27日調査時にマウス試験により0.3-0.5MU/g(中腸腺､以下同じ)

の毒力が検出され､同時に可食部でも出荷規制値を超えたため4月1日から出荷自主規制措置がとられた｡

毒力は7月半ばまで上昇傾向が続き､7月15日には1.2-2.4MU/gの年間最高毒力に達した｡その後8月

26日調査時には0.4-0.8MU/gまで低下し､9月17日調査時からは検出されなくなったため10月4日に出

荷自主規制が解除された｡

このほかの海域の各指標種の下痢性貝毒については､調査期間中を通してマウス試験による毒力が検出

されず､毒化が確認されなかった｡

要 約

1.青森県沿岸域において､ホタテガイ等の毒化監視のため､1996年1月～12月の期間､定期的にホタテ

ガイ定点調査､二枚貝定点調査､陸奥湾全湾調査を実施し､貝毒検査 (マウス試験並びにHPLC分析)､

環境調査､採水プランクトン調査を行った｡

2.1996年の陸奥湾においては､まひ性貝毒については原因プランクトンの出現が認められず､ホタテガ

イのマウス試験による毒力も検出されないまま推移した｡

下痢性貝毒については､陸奥湾における主たる原因プランクトンであるD.fortiiが､西湾定点では5

月中に､東湾定点では5月末から7月半ばにかけて濃密に出現した｡西湾定点の最高出現数は400cells

/L､東湾定点では2035cells/Lであった｡

湾内2調査定点においてホタテガイにマウス試験による毒力が検出された期間は､養殖員については

3月21日～8月5日､地まき員については7月8日の1回だけであった｡年間最高毒力は､養殖員につ

いては1.0-2.4MU/g(中腸腺)､地まき員については0.5-1.OMU/g(中腸腺)であった｡毒化に伴う

出荷自主規制期間は､養殖員については5月22日～10月4日､地まき員については7月11日～9月13日

であった｡出荷自主規制期間は過去にくらべ両員種とも短期間であった｡

養殖ホタテガイの貝毒成分のうちOA､DTXlを対象にHPLC分析を行ったところ､OAは全く検出さ

れず､DTXlについても1試料に<0.4〝g/gの値が検出されたのみであった｡1996年の場合､貝毒成分

の組成としてPTX6とYTXの比率が高かったものとみられることから､ホタテガイ体内における貝毒成

分の代謝が早かったものと推定された｡

3.1996年の津軽海峡西部海域においては養殖ホタテガイの生産がなく貝毒検査を行わなかった｡同東部

海域の地まきホタテガイについては､まひ性貝毒､下痢性貝毒のいずれのマウス試験による毒力も調査

期間中を通して検出されず､毒化が確認されなかった｡

4.1996年におけるホタテガイ以外の二枚貝の毒化については､まひ性貝毒は暖流系海域､寒流系海域と

もに､また付着性､潜砂性の全指標種ともにマウス試験による毒力が調査期間中を通して検出されず毒

化が確認されなかった｡下痢性貝毒については､暖流系海域の付着性二枚貝 (ムラサキイガイ)に､3

月27日～8月26日までマウス試験による毒力が検出された｡その最高毒力は1.2-2.4MU/g､毒化に伴

う出荷自主規制期間は4月1日～10月4日であった｡このほかの対象種については毒化が確認されなかっ

た｡
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表

この付表には､1996年1月～12月に行った調査結果をとりまとめ､次のような表にして示した｡

付表 1 青森県沿岸域の貝毒調査結果 (マウス試験及び貝毒成分HPLC分析結果)

付表2-1陸奥湾海域 西湾定点の気象海象観測結果､水質調査結果及び採水プランクトン調査結果

付表2-2陸奥湾海域 東湾定点の気象海象観測結果､水質調査結果及び採水プランクトン調査結果

付表2-3陸奥湾海域 全湾調査の気象海象観測結果及び採水プランクトン調査結果

なお､採水プランクトン調査結果の渦鞭毛藻類の種名については､次のように略記した｡また､表中に

はP.compressumの欄も設けてあるが､同種については計数していないため全て空白とした｡

Ceratium属

Dinophysis属

Prorocentrum属

Alexandrium属

Proto

C.a C.arietinum C.b C.boehmii

D.∫ D.fortii D.a

D.c D.caudata D.i

D.rg D.rudgel D.n

P.c P.compressum P.m

A.c A.catenella

eridinium属 P.C

Gymnodinium属 G.C

P.conicum

G.catenatum

D.acuminata

D.infundibulus

D.norveglCa

P.micans

A.t A.tamarense

P.d P.depressum

C.∫ C.fusus

D.m D.mitra

D.rd D.rotundata

D.t D.tripos

また､過去の陸奥湾における下痢性貝毒によるホタテガイの毒化状況等を整理して､次のような表にし

て示した｡

付表3-11980年以降の陸奥湾西湾定点における養殖ホタテガイの毒化状況とD.fortiiの出現動向

付表3-21980年以降の陸奥湾東湾定点における養殖ホタテガイの毒化状況とD.fortiiの出現動向

付表4 1978年以降における陸奥湾海域産ホタテガイの出荷規制状況
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付表 1 青森県沿岸域の具毒調査結果 (マウス試験及び具毒成分HPLC分析結果)

マ ウ ス 試 験 貝 毒 成 分 HPLC分 析

海 域 具 の 種 類 採取月日 検査月日 麻癌性毒力(MU/g) 下痢性毒力(MU/g) 麻痔性貝毒成分 下 痢 性 貝 毒 成 分 (〃g/g)

-

n
E
!
ト

中腸腺 可食部 中 腸 腺 可 食 部 (非分析) 分析部位 oA DTXI DTX3PTx2PTX6 YTX

陸奥湾 養殖ホタテガイ 96.01.0896.02.06 <1.75*
西湾
(野内)

2.05 2.08 <1.75*
3.04 3.07
3.11 3.14
3.21 3.25
3.27 4.01
4.04 4.12
4.08 4.12
4.16 4.19
4.22 5.02
4.30 5.09
5.07 5.09
5.13 5.15
5.20 5.22
6.04 6.07
6.17 6.20
7.01 7.04
7.15 7.19
8.05 8.08
8.26 8.29
9.02 9.05
9.09 9.13
9.17 9.24
10.21 10.28
日 .18 11.21
12.16 12.19

<1.75
<1.75
<1.75

571.しく

571<

571rLrL
<

5
5

5

7
7

7

JLrrL
JHrL

r
L

く
く

く

5
5
5

7
7
7

rid
r1
11HrトL

く
く
く

o
･
o
･
o
･
o
･
o
･
0
.
0
･
o
･
O
.
〇
･
0
.
0
.
0
.
～

～

～
～

く
く
く

く
く
く
く
く
く
く
く
く
<
7

8

4
6
1
9

0
1
1
0

*
*
*
*
*
*

3
3
3
3
3
3

4

5

9
4
3
8

A
A
A
A
A
44
48
0
2
2
1
3
9
1
8
4
0
8
6
00

6
6
7
7
7
8
7
6
6

0
0
0
0
0
0
0
0
0

く
く
く
く
く

く
く
く
く

<0.021
<0.020
<0.027
<0.027
<0.034
<0.038
<0.039
<0.036
<0.037
<0.033
<0.034
<0.05
<0.05
0.05- 0.1
0.2 - 0.3
0.1 - 0.2
0.1 - 0.2
<0.05
<0.05
<0.05
<0.05
<0.05
<0.05
<0.05
<0.05
<0.05

中腸腺
(以下同)

D
D
hU
hU
D
D

N
N
N
N
N
N

D
D
hU
nU
D
D

N
N
N
N
N
N

陸奥湾 養殖ホタテガイ 96.01.0896.02.06 く1.75*
兼清
く野辺地)

2.05 2.08 <1.75*
3.04 3.07
3.11 3.14
3.21 3.25
3.28 4.01
4.05 4.12
4.08 4.12
4.16 4.19
4.25 5.02
4.30 5.09
5.07 5.09

<1.75
<1.75

<0.3*
<0.3*
<0.3*
<0.3*

<1.75 0.3 - 0.4*

<1.75

<0.3*
<0.3*
<0.3*
<0.3*
<0.3*
0.3 - 0.4*
<0.46

<0.028
<0.025
<0.035
<0.033
0.036- 0.048
<0.034
<0.033
<0.036
<0.037
<0.031
0.033- 0.044
<0.05

中腸腺
(以下同)

hU
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
nU

N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N

hU
D
D
D
nU
D
D
D
D
D
D
nU

N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N



マ ウ ス 拭 験 貝 毒 成 分 HPLC分 析

海 域 貝 の 種 類 採取月日 検査月日 麻癌性毒力(MU/g) 下痢性毒力(MU/g) 麻痔性貝毒成分 下 痢 性 貝 寿 成 分 (〃g/g)

中腸腺 可食部 中 腸 腺 可 食 部 (非分析) 分析部位 oA DTXI DTX3PTx2PTX6 YTX

陸奥湾 養殖ホタテガイ

兼湾

(野辺地)

5.13 5.15

5.20 5.22

6.03 6.06
6.17 6.20
7.02 7.05
7.15 7.19
8.05 8.08
8.26 8.29
9.02 9.05
9.09 9.13
9.17 9.24
10.21 10.28
ll.18 11.21
12.16 12.19

<1.75

<1.75

<1.75
<1.75

<1.75

<1.75
<1.75
<1.75

<0.47
0.49.-0.98

1.6 - 2.4
<0.50
0.8 - 1.6
1.12- 2.24
0.62- 1.25
<0.67
<0.64
<0.65
<0.69
<0.73
<0.69
<0.60

<0.05

0.05- 0.1
0.2 - 0.3
<0.05
0.1 - 0.2
0.1 - 0.2
0.05- 0.1
<0.05
<0.05
<0.05
<0.05
<0.05
<0.05
<0.05

中腸腺 ND ND

(以下同) ND ND
ND ND
ND ND
ND ND
ND ND
ND く0.4
ND ND
ND ND
ND ND
ND ND
ND ND
ND ND
ND ND

1

Rd

卜

陸奥湾 地まきホタテガイ96.01.089
西薄
く野内)

2.05
3.04
3.ll
3.21
3.27
4.08
4.16
4.22
4.30
5.07
5.13
5.20
5.27
6.03
6.10
6.17
6.24
7.01
7.08
8.05
8.26
9.02
9.09

6
8
7
4
5
1
2
9
2
9
9
5
2
0
6
3
0
6
4
1
8
9
5
3

0
0
0
1
2
0
1
1
0
0
0
1
2
3
0
1
2
2
0
1
0
2
0
1

2
2
.3
3
3
4
4
4
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
7
7
8
8
9
9

06 *
*
*
*
*
*
*
*
*
*
8
8
5

5

7
6
9
1

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
5
4
5
5
5
5
6
6
6
7

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

く
く

く

く
く

く
く
く
く

く
く
く
く
く
く

く
く
く
く

く
く

く
く
く

<0.023
<0.019
<0.029
<0.028
<0.034
<0.038
<0.041
<0.036
<0.035
<0.034
<0.05
<0.05
<0.05
<0.05
<0.05
<0.05
<0.05
<0.05
<0.05
<0.05
<0.05
<0.05
<0.05
<0.05



マ ウ ス 拭 験 貝 毒 成 分 HPLC分 析
海 域 貝 の 種 類 採取月日 検査月日 麻痩性毒力(MU/g) 下痢性毒力(MU/g) 麻痔性貝毒成分 下 痢 性 貝 毒 成 分 (Jjg/g)

中腸腺 可食部 中 腸 腺 可 食 部 (非分 析) 分析部位 OA DTXI DTX3PTx2PTX6 YTX

陸奥湾 地まきホタテガイ 10.21 10.28
西薄 日 .18 11.21
(野内) 12.16 12.19

-

76
-

<0.73
<0.69
<0.65

<0.05
<0.05
<0.05

陸奥湾 地まきホタテガイ96.01.0896.02.06
東湾
(野辺地)

2.05 2.08
3.04 3.07
3.11 3.14
3.21 3.25
3.28 4.01
4.05 4.12
4.08 4.12
4.16 4.19
4.25 5.02
4.30 5.09
5.07 5.09
5.13 5.15
5.20 5.22
5.27 5.30
6.03 6.06
6.10 6.13
6.17 6.20
6.24 6.26
7.02 7.05
7.08 7.ll
8.05 8.08
8.26 8.29
9.02 9.05
9.09 9.13
10.21 10.28
ll.18 11.21
12.16 12.19

<0.3*
<0.3*
<0.3*
<0.3*
<0.3*
<0.3*
<0.3*
<0.3*
<0.3*
く0.3*
<0.3*
<0.50
<0.51
<0.52
<0.4
<0.5
<0.5
<0.62
<0.5
<0.5

<0.028
<0.025
<0.032
<0.030
<0.036
<0.033
<0.033
<0.035
<0.034
<0.031
<0.032
<0.05
<0.05
<0.05
<0.05
<0.05
<0.05
<0.05
<0.05
<0.05

0.5 - 1.0 0.05- 0.1
<0.66
<0.66
<0.70
<0.68
<0.64
<0.66
<0.65

<0.05
<0.05
<0.05
<0.05
<0.05
<0.05
<0.05

津軽海峡 養殖ホタテガイ
西部
(今別)

(非検査)



マ ウ ス 拭 験 貝 毒 成 分 HPLC分 析

海 域 貝 の 種 類 採取月日 検査月日 麻痩性毒力(MU/g) 下痢性毒力(MU/g) 麻痔性貝毒成分 下 痢 性 貝 寿 成 分 (〟g/g)

中腸腺 可食部 中 腸 腺 可 食 部 (非分析) 分析部位 OA DTXI DTX3PTx2PTX6 YTX

津軽海峡 地まきホタテガイ96.04.2496.04.30
5.24 5.29
6.06 6.1
6.17 6.
6.24 6.
7.01 7.
7.12 7.
7.15 7.
7.22 7.
7.29 8.
8.06 8.
10.28 10.
12.01 12.

2
2
0
1
1
2
0
0
3
0

1
0
8
4
00
hO
5
1
9
1
5

*0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

く
く
く

く
く

く
く
く
く
<
く
く
く

<2.0
<2.0
<2.0
<2.0
<2.0
<2.0
<2.0
<2.0
<2.0
<2.0
<2.0
<2.0
<2.0

*3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

く
く
く
く

く
く
く
く
く
く
く
く

<

4
4
3
3
3
3
4
3
3
3
3
3
3

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

く
く
く
く
く
く
く
く

く

<
く
く
く

暖涜系 ムラサキイガイ 96.01.0896.01.12
-

R
J

l1

(青森) 2.05 2.08
3.04 3.07
3.11 3.15
3.21 3.28
3.27 4.01
4.16 4.19
5.13 5.16
6.17 6.20

7.15 7.18

8.26 8.29
9.17 9.20
9.24 9.27
10.01 10.04
10.21 10.23
日 .18 11,21
12.16 12.19

<0.3*
<0.3*
<0.3*
<0.3*
<0.25*
0.3 - 0.5*
0.3 - 0.5*
0.3 - 0.7
0.8 - 1.6

1.2 - 2.4
0.4- 0.8
<0.4
<0.4
<0.4
<0.4
<0.4
<0.4

<0.03
<0.03
<0.04
<0.04
<0.04
0.05- 0.08
0.05- 0.09
0.05- 0.1
0.1 - 0.2

0.2 - 0.4
0.05- 0.1
<0.05
<0.05
<0.05
<0.05
<0.05
<0.05

D
D
D
D
D
D

N
N
N
N
N
N

D
D
D
D
D
D

N
N
N
N
N
N

寒充系 ムラサキイガイ 96.01.2396.01.29
(関根浜) 2121 2･26.

3.21 3.27
4.30 5.09
5.23 5.29
6.05 6.12

<2.0* <2.0
<2.0* <2.0
<2.0* <2.0
<2.0* <2.0
<2.0 <2.0
<2.0 <2.0

<0.3*
<0.3*
<0.25*
<0.25*
<0.3
<0.3

<0.04
<0.04
<0.04
<0.05
<0.05
<0.05



マ ウ ス 拭 験 貝 毒 成 分 HPLC分 析

海 域 貝 の 種 類 採取月日 検査月日 麻癌性毒力(MU/g) 下痢性毒力(MU/g) 麻痔性貝毒成分 下 痢 性 貝 毒 成 分 (〟g/g)

中腸腺 可食部 中 腸 腺 可 食 部 (非分析) 分析部位 OA DTXI DTX3PTx2PTX6 YTX

寒流系 ムラサキイガイ 6.13 6.19
(関根浜)

-
Rl招
ト

6.20 6.26
6.25 6.28
7.05 7.10
7.11 7.17
7.18 7.24
7.25 7.31
8.20 8.26
9.18 9.24
10.24 10.31
ll,27 12.02
12.24 12.27

<2.0 <2.0
<2.0 <2,0
<2.0 <2.0
<2.0 <2.0
<2.0 <2.0
<2.0 <2.0
<2.0 <2.0
<2.0 <2.0
<2.0 <2.0
<2.0 <2.0
<2.0 <2.0
<2.0 <2.0

<0.3
<0.3
<0.3
<0.3
<0.4
<0.3
<0.4
<0.3
<0.4
<0.5
<0.5
<0.4

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

寒流系 ウバガイ 96.02.3196.02.05
(三沢) 2.21 2.26

3.13 3.18
12.10 12.13

<2.0
<2.0
<2.0
<2.0

3
3
3
5

0
0
0
0

0
0
0
0

く
く
く
<



付表2-1陸奥湾海域 西湾定点の気象海象観測結果､水質分析結果及びプランクトン調査結果

気象海象観測結果

銅査地点 訴 査 天気 嚢量 風向 透明度水色調査 水温
年月日 風力 (∩ ) 水深 (oC)
(時刻) (m )
96.01.08 r 10SSW1 14.0 5 0 7.6コハモ/■■ITq

西浦
(野内)

-

3

-

水質 (栄兼壌)分析結果

塩 分 NH4 NO2 NO2+NO3 PO4 SiO2
-N iN -N -p -Si

(〟g-at/L)
33.313

プランク トン (渦鞭毛藻頬)調査結果 (出現数 cells/し)

Ceratiulm属 Dinophysis属 Proro- Alexand-Protoperト GylmOdト Dinophysi属
centrurn属 rium属 dinium属 nium属 (分裂細胞)

C.8 C.b C.f D.f D.a D.fTID.c D.iD.rdD.rg D.n D.ちP.c P.m A.c A.t P.c P.d G.c D.f D.a D.m D.C

(09:13-) 5 8.4 33.620
10 8.5 33.622
20 8.4 33.617 0.00 0.18 2.29 0.19 7.34
30 8.1 33.579

5 5

96.02.05 bc
(09:14-)

5 3
3
5
4
3

5
5
5
5
5

0
5
0
0
0

1
2
3

509
.
｢10 33.595

33.599
33.654
33.666 0.13 0.87 2.46
33.658

099
.
111020.

5

5

5

5
10

96.03.04
(09:10-)

4
4
4
4
4

6
6
6
6
6

0
5
0
0
0

1
2
3

552rl=_2S0ilC 33.932
33.925
33.933
33.776 0.15 0.04 1,64
33.759

064
.

5∫1Ho.

10
5
45

5
0
5
5

rJ.山

0
5
5

i-
Ll

96.03.ll
(08:33-)

O 10 SW1 9
0
1
9
2

5
6
6
5
6

0
5
0
0
0

1
2
3

50q
机

33.851
33.855
33.872 一一一一 0.04 0.38
33.874 0.00 0.04 0.36
33.913 0.08 0.04 0.86

5
7
6

1
8
5

3
2
4

6
6
3

0
0
1

0
0
0

5
5

0
5
0
5

1
1
3
3

5
5
0L1

0
5
0

rl
i=
rー

96.03.21 C 10
(08:50-)

5
5
6
5
5

6
6
5
6
6

0
5
0
0
0

1
2
3

50orl.日日
0 33.924

33.920
33.995
33.964

---- 0.03 0.ll
---- 0.03 0.12

33.944 ---1 0.03 0.14

9
7
3

0
1
1

Lid
J=
L1

8
9
7

0
0
0

0
0
0

5
5rJi

0
5
5
5

ド.L
5
0
5
0

引
■､.1山
nJHL

O
0
Ll
ri

5
0
5
5
5

2

96.03.27
(08:43-)

1
2
2
1
2

6
6
6
6
6

0
5
0
0
0

1
2
3

608
.

3WSWo
iC

33.863
33.851
33.872
33.833

一一一一 0.04 0.13
---- 0.02 0.07

33.876 ---- 0.03 0.08

2
8
2

5
4
4

0
0
0

4
3
5

0
0
0

0
0
0

01

0
5
5
0
5

2

1
1

5
0
0

5

1
2

0
5
5
0
5

1
1
1
2

5

0
5

0
0

il

r_
■1.日H

96.04.04
(07:50-)

2
0
1
1
1

6
6
6
6
6

0
5
0
0
0

1
2
3

500
.
rlll3S0JいいLC

33.792
33.797
33.799
33.803
33.803

一一-- 0.04 0.15
---- 0.04 0.14
---- 0.03 0.12

9
0
7

5
6
5

0
0
0

5
4
4

0
0
0

0
0
0

0
5
0
0
0

2
2
3
3
1

5
5
0
5
一山h
r1

0

5
0
5

1

2
1

5
0
5
rll■L
rl

5
5
0
5
0

r-

1rL

5
0
5
5

1.1日

■l

96.04.08
(08:20-)

0
5
5
5
5

6
6
6
6
6

0
5
0
0
0

1
2
3

501■hL
r12S01r 33.347

33.826
33.868
33.870

一一一一 0.03 0.07
---- 0.03 0.27

33.879 ---- 0.02 0.07

0
8
0

6
5
7

0
0
0

3
3
4

0
0
0

0
0
0

5
0
0
0
0

3
3
2
1

0
0
5

1
1

5
5
0
5

il
rhhHL
r1

5
5

5
51

96.04.16
(08:2ト)

8
7
7
7
7

6
7
7
7
7

0
5
0
0
0

1
2
3

609
.

2⊂L0riC
31.044
33.886
33.899 ---I
33.905 ----
33.909 ----

7
5
9

6
6
6

0
0
0

3
6
1

0
0
1

0
0
0

7
4
0

2
1
2

0
0
0

3
3
3

0
0
0

0
0
0

5
0
0
0
5

2
3
3
1

5
0
5
5

2
1

0
0
5
5

1
2
2

5
0
5
5
5

1
1
2



プランクトン (渦鞭毛藻頬)調査結果 (出現敷 cells/L)水質 (栄養塩)分析結果気象海象観測結果

調査地点 訳 査 天気 嚢量 風向 透明度水色調査 水温
年月日 風力 (m) 水深 (oC)

(時刻) (m)

塩 分 NH4 NO2 NO2+NO3 Fq4 SiO2
-N ⊥N -N -p -Si

(〟

Ceratium属 Dinophysis属

C.8 C.b C.千 D.f D.a D.∩ D.c D.iD.rdD.rg

Proro~ Alex8nd~ProtoPeri~Gy■modト Dinophys傭
centrun属 rium属 dinlum属 nium黒 く分裂細胞)

D.∩ D.t P.c P.m A.c A.t P.c P.d G.c D.千 D.8 D.m D.C

西,I
(野内)

96.04.22 bc
(08:45-)

7 NW1 ll.0 5 0 7.5
5 7.5
10 7.4
20 7.4
30 7.4

33.353
33.359
33.480 ---- 0.04
33.614 ---- 0.03
33.842 --- 0.05

0.11 0.03 0.87
0.10 0.03 0.82
0.11 0.09 1.13

0
0
5
5
5

1
2
1
1

5
0
5
5

1
2

0
5
5
5

1

2

96.04.30

96.05.07 r 10 SW1
(08:48-)

3
3
3
3
0

9
9
9
9
9

0
5
0
0
0

1
2
3

500
.
rl 33.372

33.354
33.376
33.421
33.565

---- 0.03 0.17
---- 0.03 0.16
---- 0.04 0.19

5
1
8

7
7
8

0
0
0

3
3
3

0
0
0

0
0
0

0
5
0
5
0

6
6
7
6
2

5
51■rL

5
5
5

1
1
2

5
0
5
5

3
4
4
2

96.05.13
(08:5ト)

-

昭
O

-

6
6
5
5
0

9
9
9
9
9

0
5
0
0
0

1
2
3

508
.

2⊂LN9C
33.093
33.369
33.475
33.499

---- 0.02 0.03
---- 0.01 0.09

33.665 ---- 0.05 0.24

0
5
3

3
6
1

0
0
7

1
4
0

0
0
3

0
0
0

5
5
0

rrL

r1

5
5
5
0

2
1
1
3

2
2

5
0
0
5

6
2
2
5

■､15

96.05.20 C,千 10NNE1
(08:371)

2
5
8
4
3

1
0
9
9
9

∫日Hh
r
L
0
5
0
0
0

1
2
3

657 30.479
33.066
33.452
33.490
33.610

一一一一 0.02 0.19
---- 0.01 0.09
---- 0.05 1.84

96.05.27 c 10 S1 9.0 5 0 12.2 31.418
(08:3ト) 5 10.9

10 10.7
20 10.4
30 9.6

32.960
33.048
33.119
33.538

6
7
4

5
6
0

0
0
8■1

3
3
3

0
0
1

0
0
0

0
5
0
0
0

2

1
1
1

20

00
85
1

4
1

0
0
5
5
0

2
9
3
4
1
0
5
iiii

15

---- 0.18 0.15
---- 0.08 0.25
---- 0.04 0.25

1
3
1

5
4
7

0
0
3

2
2
1

0
0
1

0
0
0

5
5
■JHL

5
5
5
0
5

1
2
1
2
2

0
5
0
0

3
2
5
6

L=
L101

96.06.04 c 10SSW2 12.0 5 0 12.8 25.929
(06:40-) 5 12.5 32.913

10 12.5 33.256
20 12.5 33.233
30 10.4 33.313

一一一一 0.01 0.14
---- 0.02 0.18
---- 0.02 0.24

0
9
7

8
8
6

0
0
1

3
2
5

0
0
0

0
0
0

5
5
0
0
1
21日L

0
5
0
5
0

2
4
3
3
2
151

5

96.06.17 c 10 NW2 8.0 6 0 16.0 23.592
(08:49-) 5 14.5 32.855

10 13.4 33.150 一一一一 0.00
20 12.6 33.224 ---- 0.01
30 ll.4 33.527 ---- 0.09

5

5
5
5
9
1

0
0
5

5

i=
L1

0
0
1
55

3
0
7

1
1
6

1
-
1
7

1
2
8

0
0
1

0
0
0

2
1
2

2
3
3

0
0
0

0
0
5
1

5

96.07.01 bc 4
(08:3卜)

08.5 6 017.8
5 17.7
10 15.2
20 13.7
30 12.8

31.945
32.615
32.815
32.911
33.446

----0.00 0,15
-I-- 0.01 0.27
---- 0.06 0.26

7
3
9

5
6
4

0
0
6

2
1
7

0
0
1

0
0
0

5rlLrL
O
0
0

r-
rー
rhrL

3

0
0
0
0

1
1
1
2

0

5
0

1

9
7

5

5
5

0
5
0

5

Ll

r,～



プランク トン (渦鞭毛藻類)調査結果 (出現数 cells/L)

ceratium属 Dinophysis属 ProroI Alexand-Proto甲rト GynTIOdi- Dinophys傭
centruM属 rium属 din川m属 nium属 (分裂細胞)

G.c D.f D.a D.m D.cc･8 C･b C･f D･f D･a D･m D･c D･iD･rdD･rg D･n D･t P･c P･m A･c A･t P･c P･d
40 5

気象海象観測結果

帥査地点 訴 査 天気 雲量 風向 透明度水色訴査 水温
年月日 風力 (m) 水深 (oC)
(時刻) (m)

yl∈′Jtlliq
西浦
(野内)

-

昭
i
]

-

水貫 (栄兼壌)分析結果

塩 分 NH4 NO2 NO2+NO3 PO4 SiO2
-N -N -N -p -Si

(〟g-8t/'L)
96.07.15 C 9 014.5 5 019.8 32.123
(08:35-) 5 17.3 32.906

10 17.0 32.953
20 16.3 33.058
30 15.9 33.483 5

0
5
4
2

5
0
0
5

Ll
rL■L
引
L

5
5
0
0
3
rth■

5Jrhm

1
0
0

1
7
7

2
1
9

1
2
9

0
0
1

0
0
0

3
7
0

2
1
4

0
0
0

1
0
2

0
0
1

0
0
0

l
I
f

一
l
一

I
I
l

t
l
I

96.08,05 bc 5 SWl 13.5 5 021.3 31.326
(08:50-) 5 21.2 33.094

10 20.8 33.403 ----
20 18.5 33.368 ----
30 18.1 33.504 ----

0
1
9

4
4
3

3
2
5

2
3
9

0
0
0

0
0
0

4
1
3

1
2
1

0
0
0

1
1
4

0
0
0

0
0
0

0
0
0
0

3
･l
･
4
1

5
5
0

5

1
1
4

5
0
5

Li.JLrHrL

O
5
3
3

5
0
0
5

3
3
2

5

0

4

1

3

96.08.26 C 9 El 13.0 5 0 22.3 32.831
(08:40-) 5 22.4 33.443

10 22.4 33.605
20 22.2 33.719
30 21.3 33.973

4
4
4

6
7
2

1
1
3

8
1
5

1
0
0

0
0
0

0
3
9

1
1
0

0
0
0

.
06
Ⅷ
Ⅷ

0
0
0

l
一
l

一
l
一

-
一
l

-
-
-

5
5
0
0

2
1
22

5
5
80
∞
5
2

5
5
5
5
1
55

5
03

96.09.02 c 10 E2 11.5 5 021.6 33.567
(08:45-) 5 21.6 33.570

10 21.6 33.773
20 20.3 33.913
30 19.5 34.179

0
0
5

rl
rth

5
5
0

引

rlL

0Jー5
5
5
5

2

4

90
10
00
30
5

1
一】1-

0
5
1
2

9
8
7

2
1
4

1
1
5

4
5
3

0
0
1

0
0
0

1
0
8

1
1
6

0
0
0

濡

.
40

0
0
0

一
-
一

一
一
-

l
一
-

一
l
I

5
5
0
5
1日HL

96.09.09 c 10 S2 11.0 6 0 21.1 32.745
(08:43-) 5 21.6 33.506

10 21.4 33.531
20 21.0 33.879
30 19.5 34.052

5
5
5
5
5

1
2
1
3
2

0
5
0
0

1
5
8
2

5
0iiiL

5

0
0
2
2

5
03

0
5
2

5

5

5
5
5

01

96.09.17 c 10 NW1 9.5 5 021.3 32.050
(08:23-) 5 21.6 33.425

10 21.5 33.542
20 21.2 33.869
30 20.8 33.983

5
5
5

ll.15

0ri

O
5
5

3
5
5
5
0

1

3

5
5
5

2
3

96.10,21 6 9 S3 12.0 5 0 18.1 33.809
(08:35-) 5 18.1 33.789

10 18.2 33.794
20 18.4 33.855
30 18.4 33.868

5
5
5
01

0
5
5
0
0

1

2
1
1

5

96.ll.18 bc 8 S1 13.0 5
(09:45-)

0 14.0 33.804
5 14.1 33.795
10 14.1 33.795
20 13.9 33.745
30 13.9 33.737

5
5
5

0
5
∩1.日1

0
5
2
1

5
5
rJl

5
5

5

96.12.16 b 1 SE1 16.0 5
(08:30-)

0 ll.5 33.950
5 ll.5
10 ll.5
20 ll.7
30 ll.7

33.944
33.939
33.940
33.937

5
5
0
5
1ー

5

0
5
0

2

1
1
1

0
5
5
5
0

2
2

3
1

0

5
0
0

2

1
1



付表2-2陸奥湾海域 乗湾定点の気象海象観測結果､水質分析結果及びプランクトン調査結果

気象海象観測結果

訴査地点 調 査 天気 妻量 風向 透明度 水色 訳書 水温

年月日 風力 (ln) 水深 (oC)
(時刻) (∩)

水質 (栄養塩)分析結果
塩 分 NH4 NO2 NO2+NO3 PO4 SiO2

-N -N -N -p -Si

(〟g-at/L)

プランク トン (渦稚毛藻頬)調査結果 (出現数 Oells/し)

Cerati川¶属

C.8 fn肌fCbC

Dinophysis属

D.8 D.lm D.c D.iD.rd

Proro- Alex8nd-Protop.erト GyrrTIOdi- Dinophysi属
centrum属 rium属 dinlulTl属 nium属 (分裂細胞)

D,∩ D.tP.c P.m A.c A.t P.c P.d G.c D.千 D.a D.∩ D.C

東湾
(野辺地)

96.01.08
(09:25-)

r 10 S3 11.0 5

0.93 0.13 0.75 0.12 3.47

0
5
ド.～5

0
5
rL■rL

5
01 5

15

5
50.54 0.10 2.25 0.20 6.67

96.02.05 bc 2 S1 10.0 5
(09:42-)

96.03.04 bc 9 S1 1.0 5
(09:23-)

-

8
2

-

0 6.9 33.552
5 6.9 33.551
10 6.9 33.550
20 6.9 33.555
30 6.8 33.543

翠 6･8:33･543
0 4.4 33.572
5 4.4 33.649
10 4.4 33.653
20 4.4 33.665
30 4.5 33.682
33 4.5 33.686
0 5.2 33.783
5 5.1 33.807
10 5.2 33.803
20 5.2 33.801
30 5.1 33.809
33 5.1 33.795
0 4.6 33.776
5 4.6 33.759
10 4.5 33.763
20 4.5 33.752
30 4.5 33.764
33 4.5 33.783
0 5.4 33.795
5 5.2 33.785

0.43 0.03 0.14 0.09 2.89
5

55
5
0
0

2
1
1
2

5

15

96.03.11 c 10
(09:25-)

0 12.5 5

0.25 0.03 0.10 0.06 0.55
0.30 0.08 0.26 0.06 0.67
1.53 0.03 0.15 0.07 0.71

5

5

5
0
5

i=
rl

96
.
03
.
21C9
(09:19-)

0 14.0 5

96.03.28 bc 7 W4 10.5 5
(10:26-)

10 5.2 33.790 ---- 0.05 0.15
20 5.2 33.792 ---- 0.04 0.ll
30 5.2 33.799 ---- 0.04 0.14
33 5.2 33.793
0 5.2 33.743
5 5.2 33.726
10 5.2 33.736 ----
20 5.2 33.743 -1-
30 5.0 33.730 ----
33 5.1 33.725
0 5.0 33.603
5 5.1 33.601
10 5.1 33.605 ----
20 5.1 33.608 ----
30 5.0 33.612 --
33 5.0 33.620■■■■■■■■■l■■■■■■■■■l■lll■■■■■■■■-
0 5.2 33.617
5 5.2 33.626
10 5.2 33.623 ---
20 5.2 33.623 ----
30 5.2 33.621
33 5.2 33.624
0 6.5 33.609
5 6.5 33.607
10 6.3 33.626 ---
20 6.3 33.674 ----
30 6.3 33.693 -
33 6.3 33.697

542232000454000000

5
5

0
5
11m

0
5
5

JHHh

5

5

0
0
引
ト.山rL

5
-5
5
5

5

8
1
3
2

l1
2
2
5
3
2
12
5
2
2

0
5
5
5
0
5
15
0
5
5
0
爪U
lO
O
LP
LP
5
0

5
0
8

1
2
1

0
0
0

4
5
5

0
0
0

0
0
0

4
0
1

rJLrLnI.HU
rH■山

0
0
0

2
4
3

0
0
0

0
0
0

96
.
04
.
05c10WSW411.
05
(10:20-)

0
5
0
0
0

1
2
1
1
1

50r■lL

5

m

515
5
1

5

一10
10

7
7
6

3
2
2

0
0
0

4
5
4

0
0
0

0
0
0

1
9
1

1
0
1

0
0
0

3
3
3

0
0
0

0
0
0

5
5

96
.
04
.
08r10SW112.
05
(09:00-)

96
.
04
.
16c10E210.
05
(10:17-)

821234000654000000117110000344000000
55555

1

5
5
5
一20
5
10

5
5

1
-5
3
6
4
4

5

J5
20
20
15

6
0
8

4
4
7

0
0
0

4
4
4

0
0
0

0
0
0

LL.)
0)
CO

1
0
1

0
0
0

4
4
4

0
0
0

0
0
0

0
5
5
0
0

5
5

5
5
5
2

5
5



プランク トン (渦鞭毛藻頬)調査結果 (出現数 ceHs/L)

Dinophysis属 Proro- Alexand-Protoperト GylmOdト Dinophys偶
centrul¶属 rium属 dinium属 nium属 く分裂細胞)

D.c D.iD.rdD.r D.n D.t P.c P.lTIA.c A.t P.c P.d G.c D.f D.a D.rTID.C
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気象海象観測結果

調査地点 訳 査 天気 畢量 風向 透明度 水色 訴査 水温 性 分
年月日 風力 (∩) 水深 (oC)
(時刻)

/'ELh日日 96.04.25 c 10 NEl 13.0 5
(m)
0 6.8 33.391
5 6.8 33.377
10 6.8 33.400
20 6.8 33.443
30 6.0 33.425
33 6.5 33.585

水質 (栄養塩)分析結果
NH4 NO2 NO2+NO3 PO4 SiO2

-N -N -N Ip -Si

(〟g-at/L)

---- 0.03 0.99 0.04 0.43
--- 0.04 0.10 0.03 0.52
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5 8.5
10 8.6
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5 16.1
10 14.4
20 12.4
30 12.5
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プランク トン (渦鞭毛藻類)調査結果 (出現数 ceIIs/L)

Dinophysis属 proro- Alex8nd-Protoperト GyrTnOdi- Dinophysi属

centr岬霞 rium属 dinium属 ni叩属 (分裂細胞)
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付表2-3 陸奥湾海域全湾調査の気象海象観測結果及びプランクトン調査結果

調 査 調査 調査 調 査
海 域 回次 地点 年 月日

(水深m)(時 刻)

気象海象観測結果
天気 雲量 風向 透明度 水色 調査 水温 塩 分

風力 (∩) 水深 (℃)
(∩)

-

8
5
-

プランクトン (渦鞭毛藻類)調査結果 (出現数 cells/L)
ceratium属 Dinophysis属 Proro- Atexand-Protoperi-Gymnodi-Dinopysis属

centrum属 riurn属 dinium属 nium属 (分裂細胞)

C.a C.b C.f D.f D.aD.mD.cD.iD.rdD.rg D.nD.tP.cP.∩A.cA.tP.cP.d G.cD.千 D.aD.∩D.C



調 査 調査 調査 調 査

海 域 回次 地点 年月日
(水深m)(時刻)

気象海象観測結果
天気 雲量 風向 透明度水色 調査 水温 塩 分

風力 (∩) 水深 (℃)

(∩)

-

8
6
-

プランク トン (渦鞭毛藻類)調査結果 (出現数 ceHs/L)
Ccratium属 Dinophysis属 Proro- Atexand-Protoperi-Gymnodト Dinopysis馬

centrunl属 riurn属 dinium属 nium属 (分裂細胞)
C.a C.b C.f D.f D.aD.mD.cD.iD.rdD.rg D.nD.tP.cP.mA.cA.tP.cP.d G.cD.f D.aD.rTID.C



調 査 調査 調査 調 査

海 域 回次 地点 年月日
(水深m)(時刻)

気象海象観測結果

天気 雲量 風向 透明度水色 調査 水温 塩 分
風力 (∩) 水深 (℃)

(∩)

-
8

7
-

プランク トン (渦鞭毛藻類)調査結果 (出現数 cells/L)

Ceratium属 Dinophysis属

C.a C.b C.f D.f D.a D.m D.c D.iD.rdD.rg

proro- Alexand-Protoperト Gymnodト Dinopysis属
Centrum属 riun属 dinium属 nium属 (分裂細胞)

D.ǹ D.t P.c P.∩A.c A.t P.c P.d G.c D.f D.a D.∩ D.C
St.1 96.04.12
(47) (07:40-)

s 10 SW2 7.0 5 0 7.40 33.909
10 7.18 33.898
20 7.18 33.898
30 6.70 33.929
40 6.44 33.939
45 6.42 33.940

St.2 96.04.11 bc 7 SW2 10.0 5
(53) (ll:51-)

0 7.00 33.925
10 6.39 33.932
20 6.47 33.931
30 6.38 33.925
40 5.81 33.878
51 5.68 33.864

St.3 96.04.11 s 10 NE2 9.0 5
(52) (14:28-)

0 6.10 33.705
10 6.54 33.793
20 6.59 33.767
30 6.48 33.826
40 6.04 33.829
50 5.81 33.828

St.4 96.04.11 r 10 NNE2 13.0 5
(47) (15:23-)

0 5.00 33.261
10 4.75 33.478
20 4.79 33.552
30 4.76 33.552
40 4.76 33.588
45 4.83 33.643

St.5 96.04.11 bG 8 E2 19.0 5
(40) (18:14-)

0 4.70 32.989
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プランク トン (渦鞭毛藻類)調査結果 (出現数 cells/L)調 査 網査 調査 調 査

海 域 回次 地点 年月日
(水深m)(時刻)

気象海象観測結果
天気 雲量 風向 透明度水色 調査 水温 塩 分

風力 (m) 水深 (℃)
(∩)

Ceratium属 Dinophysis属 Proro- AIexand-Protoperト Gymnodト Dinopysis属

C.a C.b C.f D.f D.a D.m D.c D.
Centrum属 rium属 dinium属 nium属 (分裂細胞)

iD.rdD.rg D.∩ D.t P.c P.∩ A.c A.t P.ら P.d G.ら D.千 D.a D.∩ D.C
St.4 96.05.16
(47) (07:40-)

bG 5 SW3 14.0 5 0 8.90
10 8.43
20 8.46
30 8.41
40 8.39
45 7.89

33.217
33.220
33.216
33.216
33.217
33.295

St.5 96.05.15 bc 7WNW3 13.0 5
(40) (18:19-)

0 8.80 33.239
10 8.50 33.240
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4

3
2
1
1
0
0

1
1
1
1
1
1

0
10
20
30
仰
5

5 33.144
33.222
33.320
33.780
34.139
34.191

St.3 96.06.12 bc 8
(52) (14:10-)

04
.
■l■ーL⊂L 0

6
5
0
7
4

q'
6
4
5
8
9

3
2
2
0
9
9

Ll
i-
■､ー
f1

0
0
0
0
0
0

1
2
3
4
5

5 32.958
33.010
33.404
33.427
33.455
33.865

St.4 96.06.12 bc 3
(47) (15:22-)

4
3
3
9
9
8

ii
Ll
引

0
0
0
0
0
5

1
2
3
4
4

5 50
胡
38
92

32.887
32.882
32.872
33.106

00 33.215
33.343

St.5 96.06.12 bc 6
(40) (14:5卜)

05iiiiI
LlEL 0

5
3
8
2

9
3
1
5
5

4
3
3
2
8

i.ii■11
■､ー
r.i

0
0
0
0
8

1
2
3
3

5 32.897
32.908
33.038
33.262
33.312

St.6 96.06.13
(39) (08:22-)

bc 4 0213WN 4
3
0
9
8

rー
rJ■L
r1

0
0
0
0
7

1
2
3
3

4 0
5
9
0

2
6
4
0

32.884
32.892
33.064
33.236
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調 査 調査 調査 調 査

海 域 回次 地点 年月日
(水深m) (時刻)

気象海象観測結果

天気 雲量 風向 透明度水色 調査 水温 塩 分
風力 (∩ ) 水深 (℃)

(∩)

-

8
9

-

プランク トン (渦鞭毛藻類)調査結果 (出現数 ceHs/L)

Ceratium属 Dinophysis属

C.a C.b C.f D.f D.a D.m D.c D.iD.rdD.rg

Proro- AIexand-Protoperト Gymnodト Dinopysis尾
Centrum属 rium属 dinjum属 nium属 (分裂細胞)

D.n D.t P.c P.m A.c A.t P.c P.d G.c D.f D.a D.m D.C
St.1 96.07.10 bc 8 NE3 9.0 5
(47) (10:30-)

0 17.50 32.663
10 16.10
20 15.83
30 13.91
40 11.78
45 11.30
0 16.40
10 15.86
20 15.80
30 13.64
40 10.66
51 ll.20

33.413
33.802
33.916
34.035
33.976■■■ll■-
33.072
33.204
33.827
33.971
33.696
34.232

10 30

20 10
10 20
130

10

St.2 96.07.10 bc 8 WNW4 8.0 5
(53) (ll:19-)

St.3 96.07.10
(52) (14:23-)

St.4 96.07.10
(47) (16:17｣)

C 9 E4 8.0 5 0 15.80 32.626
10 15.12 32.980
20 15.13 33.352
30 14.97 33.765
40 12.91 33.757
50 9.39 33.620
0 16.30 32.357

20
10■■一■■■ll■■■l■■■■■■■■■■■- 1■■ll

10 100 30
170 10
10

50 10
10
20

20
30 10
10
40
10

0
0
0
0

1
2
5
1

0
0
0
0

8
9
4
2

2
2
2

0
0
0
0
0

2
1
7
1
1

80
250
190
170
10
10

10

bc 8 E4 12.0 5
10 16.07 32.361
20 15.88 32.439
30 10.46 33.270
40 9.14 33.302
45 8.76 33.389

5 0 16.20 32.420
10 15.62 32.639
20 15.40 -----
30 11.27 32.699
38 9.71 33.285

St.5 96.07.10
(40) (15:05-)

bc 8 E3 11.0

St.6 96.07.ll
(39) (08:49-)

r 10 0Llru3EN 2
8
4
9
9

6
5
3
2
1

1
1
1
1
1

0
0
0
0
7

1
2
3
3

5 0 32.312
8 32.415
7 32.927
7
0
33.617
33.517

St.1 96.08.08
(47) (18:10-)

St.2 96.08.09
(53) (07:06-)

bc 3 E4 12.0 5 0 21.60 33.524
10 21.58 33.520
20 19.22 33.695
30 18.50 33.719
40 16.73 33,801
45 15.52 34.083====こ==
0 21.00 33.532
10 20.86 33.537
20 19.72 33.982
30 17.47 33.697
40 13.48 33.446
51 14.02 34.293
0 20.90 33.643
10 20.34 33.637
20 20.21 33.635
30 18.47 33.666
40 17.39 33.764
50 .12.95 33.525

bc 7 SE4

St.3 96.08.08
(52) (10:58-)

bc 4 E4

0
0
0
0

3
4
5
2

0
0
0
0
0
0

1
7
1
5
4
3

0
0
0
0
0

8
3
0
4
3

1
1
3

0
0
2
1

0
0
0
0

3
9
1
3rHrL

0
0
0
0

1
2
1
2

0
0
0
0

9
7
0
0

2
2
3

0
0
0

2
9
4
6
0
0
0
0

3
3
2
2

0
0
0
0
0
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8
6
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1
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7
101

10

0
0
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0L1
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0
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3
5

10
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プランク トン (渦鞭毛藻類)調査結果 (出現数 cells/し)調 査 調査 調査 調 査

海 域 回次 地点 年月日
(水深m)(時刻)

気象海象観測結果

天気 雲量 風向 透明度水色 調査 水温 塩 分
風力 (∩) 水深 (℃)

(∩)

Ceratium属 Dinophysis属

C.a C.b C.千 D.f D.a D.∩ D.c D.iD.rdD.rg

Proro- AIexand-ProtoperlL-Gymnodト Dinopysis属
Centrum属 rium属 dinium属 nium属 (分裂細胞)

D.∩ D.t P.c P.m A.c A.t P.c P.d G.c D.千 D.a D.∩ D.C
St.4 96.08.08
(47) (12:49-)

bc 5 ESE4 16.0 5 0 21.00
10 20.67
20 19.89
30 16.43
40 15.98
45 14.56

32.484
32.479
33.122
33.113
33.640 20
33.478

St.5 96.08.06 bc 5 E4 15.0 5
(40) (ll:44-)

0 20.90 32.830
10 20.42 32.866
20 20.09 32.931
30 15.44 33.日1
38 15.09 33.333

St.6 96.08.06
(39) (13:39-)

bc 8 04
.
r■rhL
4⊂LS 0

6
2
9
4

5
7
8
5
4

0
9
1
7
AV

2
1
1
1
1

0
0
0
0
7

1
2
3
3

5 32.566
32.609
33.453
33.733
33.583

St.1 96.09.10
(47) (08:03-)

bc 3 05iii_
rllr亡S

03

0
0
0

1
2
1

0
0
0

3
2
1

0
0
0

3
4
5

ー

020
0
4
3

0
0
0

3
2
3

10

0
0
4
1

110 50 20
110 30 10

40 20 10 20
30 70 10 270
120 150 90

10

0
0
0
0

1
3
1
1

0
0
0

5
3
1

02
0
0
0
0

rl
∩Hrh
JHH■i
J1.日.山

0
0
0

1
1
2

0
0
0
0
0

7
2
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1
5

0
0
0
0
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2

0

0

L-
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20

-

¢

O
-
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0
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5

1
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4
4

5 0
2
5
0
2

4
4
6
4
0

1
1
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8
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2
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1
1

33
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591
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077
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251
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360
33
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410
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237
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335
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490
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662
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576

00LlJトlL
O051

0000079151
011

0
0
2
1

St.
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09
.
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(53)(09:13-)

bc 4 051｢.-EN 0
0
0
0
0
1

1
2
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4
5

5
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09
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10
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b 1 05rlrL0 l
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5
9
4
9
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1
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1
0
9
ー
5

1
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1
1

0
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5
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09
.
10
(47)(15:16-)

bc6 06.1lllヒS

St.5 96.09.10
(40) (13:22-)

b1 0410

St.6 96.09.10
(39) (10:45-)

bC2 06.■JmL2rES

02626914201198ー22111000071233
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0
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2
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0
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調 査 調査 調査 調 査

海 域 回次 地点 年月日
(水深m) (時刻)

気象海象観測結果

天気 雲量 風向 透明度水色 調査 水温 塩 分
風力 (∩) 水深 (℃)

(∩)

=

弼

i]
-

プランク トン (渦鞭毛藻類)調査結果 (出現数 ceHs/L)

Ceratium属 Dinophysis属

C.a C.b C.千 D.千 D.a D.∩ D.c D.iD.rdD.rg D.∩

Proro- Alexand-Protoperト Gymnodi- Dinopysis属

Centrum属 rjum属 dinium属 nium馬 (分裂細胞)
D.t P.c P.∩ A.c A.t P.ら P.d G.c D.f D.a D.∩ D.G

10 St.1 96.10.08
(47) (16:39-)

bc 7 SW3 13.0 5 0 ----- 33.763
10 19.93 33.788
20 20.00 33.778
30 19.99 33.784
40 19.18 34.055
45 18.57 34.087

St.2 96.10.08 bc 8 WSW3 5
(53) (17:22-)

St.3 96.10.09 bc 3 SW3 21.0 5
(52) (07:31-)

St.4 96.10.09 bc 3 W5 12.0 5
(47) (15:13-)

0 19.30
10 19.58
20 19.70
30 19.67
40 19.67
51 17.ll

33.694
33.687
33.687
33.761
33.892
34.179

0 19.00 33.816
10 19.72 33.807
20 19.76 33.805
30 19.76 33.793
40 19.70 33.810
50 16.57 34.034
0 19.20 33.602
10 19.42 33.569
20 19.48 33.568
30 19.48 33.586
40 19.48 33.596
45 19.43 33.586
0 19.30 33.559
10 19.46 33.542
20 19.42 33.542
30 19.42 33.546
38 18.10 33.827

St.5 96.10.09 bc 3 W5 14.0 5
(40) (09:40-)

St.6 96.10.09
(39) (18:06-)

W5

0
0
1
2

Or.rL

0
0
0
0

1
2
2
1

0
0
1
3

0

0
0

2

5
2

0
0
0
0
0

2
2
2
3
1

0■111

10

0
0
0
0

1
4
2
1

0

0
0

3

2
1

20

OL1

0

0
0

2

2
2

0∩.トL0
0
2
2

10 01010■1｣‖■J
0Jriid

010
0
2
2

0
0
1
2

0
0
0
0

3
3
4
1

0
0
0
0
0

2
2
1
2
3

0
0
1
2

7
0
2
0
2

1
9
0
9
1

6
5
6
5
6

3
3
3
3
3

3
3
3
3
3

0
2
3
2
2

9
4
4
4
1

8
9
9
9
9

1
1
1
1
1

0
0
0
0
7

1
2
3
3

ll St.1 96.ll.06
(47) (07:26-)

St.2 96.ll.05
(53) (12:36-)

r 10 09
.

3山S 0 16.40 33.854
10 16.62 33.855
20 16.58 33.870
30 16.64 33.870
40 16.64 33.875
45 16.60 33.887
0 16.50 33.981
10 16.97 33.977
20 16.91 33.967
30 16.95 33.956
40 16.96 33.963
51 16.90 33.951
0 16.50 33.794
10 16.55 33.791
20 16.46 33.771
30 16.51 33.775
40 16.53 33.782
50 16.50 33.775

6 9 SW3

St.3 96.ll.05
(52) (13:20-)

C 9 SSE2 14.0 5

01JH

0
0
0
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3
2

0

0
0
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2

2
4
2

0
0
0

0

ri
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調 査 調査 調査 調 査

海 域 回次 地点 年月日
(水深m)(時刻)

気象海象観測結果

天気 雲量 風向 透明度水色 調査
風力 (∩) 水深

(∩ )

I

9
2

-

プランク トン (渦鞭毛藻類)調査結果 (出現数 cetls/L)

Ceratium属 Dinophysis属 ProroI Alexand-Protoperi-Gymnodト Dinopysis属
Centrum属 rium属 dinium属 nium属 (分裂細胞)

C.a C.b C.f D.f D.a D.m D.c D.iD.rdD.rg D.n D.t P.c P.mA.c A.t P.c P.d G.c D.f D.a D.m D.C
ll St.4 96.ll.05
(47) (15:18-)

C 8 S3 10.0 5 01
101
201
301
401
451
01
101
201
301
38

10
30 30
20

10 40
30

10

St.5 96.ll.05
(40) (14:00-)

r 9 S3 10.0 5

St.6 96.ll.05
(39) (16:12-)

6 8 00.13S 4
9
1
5
2

9
0
0
0
8

6
7
7
7
6

3
3
3
3
3

3
3
3
3
3

0
0
3
8
2

7
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1
0

5
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6
6
6

1
1
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7
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5
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10
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(47) (14:38-)

C 9 SE3 9.0 5 0 10.20 33.862
10 10.47 33.863
20 9.84 44.784
30 9.56 33.796
40 9.40 33.780
45 9.42 33.784

5 0 9.20 33.782
10 9.53 33.787
20 9.49 33.788
30 9.40 33.753
38 9.40 33.759

St.5 96.12.10
(40) (10:28-)

0 10 SE2 9.0
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付表3111980年以降の陸奥湾西湾定点における養殖ホタテガイの下痢性具毒による毒化状況とD.Fortiiの出現動向

年次 マウス試験による毒力 (MU/g･中腸腺) D.fortii出現密度 (cellsm)

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 期間最高 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 期間最高

-

諾

-

1980 ---(0) 0.00(4) 2.00(4)

1981 ---(0) 0.50(4) 1.00(4)

1982 0.00(4) 0.30(4) 2.25(5)

1983 0.30(4)0.40(4) 3.40(5)
1984 0.00(4) 0.00(4) 1.00(5)

1985 0.00(4) 0.00(4) 2.30(4)

1986 0.50(3) 0.60(4) 1.80(4)

1987 0.40(5) 0.40(4) 0.50(4)

1988 0.30(4) 0.00(4) 1.00(4)

1989 0.30(4) 0.00(3) 1.50(4)

1990 0.30(4)0.50(4) 3.00(4)
1991 0.00(4) 0.40(4) 1.50(4)

1992 0.40(5) 0.00(3) 1.00(3)

4.50(5)

3.00(5)

3.40(4)

4.20(4)

4.00(4)

1.20(3)

1.50(1)

2.00(2)

6.00(2)

1.00(2)

6.00(2)

1.50(2)

0.75(3)

1.00(4)

3.20(4)

3.40(4)

3.00(4)

2.40(5)

0.60(3)

1.80(3)

1.00(2)

2.00(2)

1.50(2)

0.60(2)

1.50(2)

0.60(2)

0.00(4)

0.70(3)

0.70(5)

0.50(4)
0.60(4)

0.75(4)

0.75(2)

0.75(2)

2.00(2)

0.40(1)

0.60(3)

0.75(3)

0.00(2)

1993 0.40(3) 0.50(4) 1.00(3) 1.00(2) 1.00(2)0.50(2)

1994 0.00(3) 0.00(5) 0.30(2)2.00(2) 1.00(2)1.00(3)

0.30(4) 4.50

---(0) 3.20

0.00(4) 3.40

0.40(4) 4.20

0.50(4) 4.00

0.00(5) 2.30

0.40(3) 1.80

0.75(2) 2.00

0.60(2) 6.00

0.30(1) 1.50

0.00(2) 6.00

0.60(3) 1.50

0.00(1) 1,00

0.30(2) 1.00

0.00(2) 2.00

1995 0.39(4) 0.40(2) 2.00(4)3.00(2) 2.00(2)0.60(3) 0.50(2) 3.00

1996 0.00(4) 0.00(5) 0.47(3) 1.60(2) 0.90(2)0.00(2) 0.00(3) 1.60

0(1) 60(4) 1170(4) 1630(5) 275(4)

10(2) 60(4) 340(4)2640(5) 995(4)

10(3) 55(4) 1110(5)3100(4)5610(4)

15(5) 165(4) 1570(5) 1815 (4) 515(4)

10(4) 5(4) 1175(5) 365(4) 145(5)

10(5) 25(4) 1410(4) 450(3)

5(3) 50(4) 580(4)2195(2)

30(5) 15(4) 60(4) 545(2)

5(4) 35(4) 1515(4) 300(2)

15(4) 60(4)

15(4) 50(4)

15(4) 50(4)

65(5) 95(4)

25(5) 20(4)

20(3) 55(5)

690(4) 640(2)

645(4) 1650(2)

545(4) 290(2)

290(4) 375(3)

590(3) 220(2)

215(4) 215(2)

10(4) 10(5) 1630

25(4) 45(4)

30(5) 15(4)

30(5) 20(4)

5(4) 45(4)

55(3) 10(4) 0(5)
215(3) 40(2) 0(3)
110(2) 45(2) 5(2)

2640

5610

1815

1175

1410

2195

545

460(2) 10(2) 0(2) 1515
500(2) 5(1) 80(1) 690

5(3) 55(3) 20(2) 1650

45(2) 20(3) 10(3) 545

40(2) 40(2) 5(1) 375

150(3) 35(2) 10(4) 590

165(2) 90(3) 50(2) 215

45(4) 30(4) 1505(4) 1180(2) 1680(2) 25(3) 60(2) 1680

45(4) 25(4) 400(4) 120(2) 310(2) 40(2) 30(3) 400

1980-1996年の統計

(平均)0.22 0.24 1.53 2.74 1.62 0.62 0.29 2.88

(最高)0.50 0.60 3.40 6.00 3.40 2.00 0.75 6.00

(最低)0.00 0.00 0.30 0.75 0.60 0.00 0.00 1.00
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幸九 出現密度の値はいずれも月別の最高値, ()内は月内の調査回数を示す.

毒力の試験結果が範囲で表された場合には,その下限値を採用している.なお,1996年5月からのマウス試簾は可食部基準で行われているため,

検出限界未満 (0.05MU/g未満)の場合の中腸腺の毒力は不明である.この表では便宜的に0.00としている.



付表3-21980年以降の陸奥湾束湾定点における養殖ホタテガイの下痢性具毒による毒化状況とD.ForliI'の出現動向

年次 マ ウス試 族 による 毒 力 (M W g･中 腸 腺 ) D.fortii出現密度 (cellsn)

6月 7月 8月 9月 期間最 高 3月 4月 5月 6月 7月 9月 期間最高
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1981 ---(0)

1982 0.70(3)

1983 0.40(4)

1984 0.30(4)

1985 0.00(4)

1986 0.60(3)

1987 0.50(5)

1988 0.50(4)

1989 0.60(4)

1990 0.60(3)

1991 0.75(4)

1992 0.44(5)

1993 0.75(3)

1994 0.00(4)

1995 0.49(4)

1996 0.30(4)
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20(4) 7425
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25(4) 1805

0(5) 470

25(3) 4685

5(2) 1510

145(2) 2440

50(1) 2545

15(2) 85

5(3) 320

10(1) 310

65(4) 770

180(2) 600

45(2) 1170

20(3) 2035

198011996年の時計
(平均)0.46 0.44 0.49 2.16 2.74 1.57 0.78 3.11 25 42 151 1031 1741 624 40 1881
(最高)0,75 0.75 1.00 5.00 8.00 6.00 3.00 8.00 115 310 690 4430 7425 5850 180 7425

0.00 0.00 0.00 0.40 0.40 0.00 0.00 0.60 5 0 35 75 55 25 0 85

毒九 出現密度の値は月別の最高値, ()内は月内の調査回数を示す.

毒力の試験結果が範囲で表された場合には,その下限値を採用している.なお,1996年5月からのマウス試験は可食部基準で行われているため,

検出限界未満 (0.05M]/g未満)の場合の中腸腺の毒力は不明である.この表では便宜的に0.00としている.



付表4 1978年以降における陸奥湾海域産ホタテガイの出荷自主規制状況

衰亮ホタテガイ 地まきホタテガイ

年次 規制開始日 規制解除日 規制日数 規制開始日 規制解除日 規制日数

-

9
5

-

1978

1979

1980

1981

1982

1983

1984

1985

1986

1987

1988

1989

1990

1991

1992

1993

1994

1995

1996

06/30 08/25

05/09 09/01

05/17 10/10

04/30 10/02

03/25 10/07

03/26 10/08

05/28 11/01

05/22 09/23

03/29 11/01

03/12 10/31

03/26 12/27

03/16 10/23

03/09 09/07

03/23 09/21

04/01 09/04

03/19 10/01

04/08 09/16

03/24 09/18

05/22 10/04

06/30 08/25

06/05 09/10

04/30 09/12

03/25 09/24

05/17 09/12

05/17 09/14

06/10 09/14

04/11 10/17

05/09 10/31

05/19 11/24

05/12 10/23

05/24 08/10

05/11 09/05

06/11 08/ll

04/12 10/12

06/02 09/19

06/22 09/18

07/11 09/13

1980-1996年の統計

平均

最早(最短)

最遅(最長)

04/08 10/08

03/09 09/04

05/28 12/27

05/18 09/22

03/25 08/10

07/11 11/24

この表の出荷自主規制は全て下痢性貝毒によるものであり,過去に,まひ性貝毒により出荷自主規制措置がとられた
ことはない.

1993年の地まき具については7/16-8/26の期間,一旦,規制が解除されている.




